
中央地区
地区別事前復興まちづくり計画
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地区別事前復興まちづくり計画とは？
被災後、早急に復興が進められるように
復興パターン・土地利用の選択肢をあらかじめ用意しておく

被災状況に応じて復興パターン・土地利用を選択

次世代へバトンタッチ!!
被災後

ワークショップの進め方（全体）

・地区の現状と課題を説明

地区のいいところ・残したいもの
困っていること

・復興パターンの概要説明

被災後の
「ビジョン=目指すべき姿」

へつなげる

ワーク１
(25分)

復興パターンについて感想

復興パターンに対する意見を
述べてもらい

第2回目に修正案を提示

楽しくなるような未来の
まちを想像する

ゾーニングに対する意見を
引き出す

・まとめ

目標
自分の地区の特徴を知ってもらい、

復興パターン・ゾーニングの意見をもらう

Point

Point

Point

・事前復興まちづくり計画の目的

ワーク２
(30分)

ワーク３
(30分)

(15分)

(15分)

(5分)

済
R8.2.18

R8.6.30



○本日のワークショップの進め方

3













内陸移転

土地区画整理事業
道路基盤整備検討

丸池公園周辺用地の有効活用
空き家を活用した差込み移転

移転元

移転先

移転元地の有効活用
工業系移転候補地として活用

にぎわい形成
二線堤を活用した、かわまちづくりの検討

二線堤



（B）

土地区画整理事業（嵩上げ）

土地区画整理事業（嵩上げ）

（A）

（C）

（D）

防災拠点（北御座公園：立体都市公園）

防災拠点（南久保公園：立体都市公園）

防災拠点（札場東公園：立体都市公園）

（A）

（D）

（B） （C）

道路基盤整備検討

公営住宅等の整備検討
丸池公園周辺用地の有効活用

防災拠点（弥右衛門公園）

（E） （E） 防災拠点（札場西公園：立体都市公園）
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第１回ワークショップの振り返り（意見まとめ）
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第１回ワークショップの振り返り（意見まとめ）
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( ) ※

防潮堤

二線堤

釜石市の防災緑地（三重の防護） ●概要
湾口防波堤や防潮堤、避難路を兼
ねた防災緑地の三重の防護により
津波の減勢を図る。

避難路機能を兼ねた防災緑地
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弥生町

当初は津波浸水深が浅く、想定される家屋被害が少ないことから、
現地再建を想定していましたが、現地調査で幅員4m未満の道路や私
道が多いという防災上の課題を確認したため、土地区画整理事業の
検討範囲に加えました。権利関係への影響が大きい事業であるため、
想定被害の低さも考慮し、地域の皆様の意向を確認し進めていく必
要があると考えております。

W=3.1m
W=2.3m

丸池町

W=4.0m

追加検討範囲

当初案範囲

凡例

※当初案範囲は地図上に表示されている場所のみ表示しています。

① ②

①
②

①

①

町名 過去の区画整理 周辺の建物 生活道路 判断

弥生町 なし 木造住宅多い 狭い私道あり 土地区画整理事業範囲追加
あり（3.7ha)

丸池町 なし 木造住宅多い 一部狭い 土地区画整理事業範囲追加
あり(0.4ha)

現地調査で、概ね幅員4.0ｍはあるものの一部4.0m未満の箇所も
あり、津波浸水リスクや家屋状況等防災上の観点から、発災後の
まちの再編を検討する必要性が高いと判断し、土地区画整理事業
の範囲に加えて検討を進めることとします。なお、本事業は生活
への影響が大きいため、皆様と十分な話し合いを重ね、合意形成
を図る必要があると考えております。

調査結果まとめ

3.7ha

0.4ha
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当該エリアは狭い生活道路や木造家屋が密集しているが、過去に
区画整理事業を実施していることや、発災後の道路幅員確保の見
通し等を踏まえ、土地区画整理事業の範囲には加えないことと判
断しました。なお、本地域の防災性向上は重要であるため、ご意
見として承ります。

W=2.5m

南宝永町

日の出町

W=1.1m W=4.5m

当該エリアは一部狭い道路や木造家屋が存在するものの、全体
的に堅固（コンクリート造）で新しい建物が多く、被災後の土
地区画整理事業は必要ないと判断しますが、小学校東側南北の
水路に蓋掛けをすることで、歩道空間を確保した安全性の向上
を図ることができるのでご意見として承ります。

追加検討範囲

当初案範囲

凡例

※当初案範囲は地図上に表示されている場所のみ表示しています。

①

②

① ②

①

①

W=2.5m

②

町名 過去の区画整理 周辺の建物 生活道路 判断

日の出町 なし 一部木造住宅 一部狭い 土地区画整理事業範囲追加
なし

南宝永町 あり 木造住宅多い 狭い 土地区画整理事業範囲追加
なし

調査結果まとめ
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防災集団移転跡地利活用 -事例-

せんだい海浜
エリア

EastCoastPark

防災集団移転跡地を含む一体を
観光プロモーションし新たなに
ぎわいの創出を行っています。

海浜エリアは、太平洋に面した仙台
市東部に広がる沿岸部一帯を指し、
東日本大震災では甚大な被害を受け
ましたが、復興が進み、新たなス
ポットが続々と登場し話題を集めて
います。

2面のバスケットボールコートにカフェとジムが隣接してお
り、個人利用にも開放している。
休日は各種大会・ヨガ・マルシェ等多彩なイベントを開催し
ています。



丸池公園周辺エリアを「にぎわいエリア」にしたい

過去の災害からの事例を紹介します。

【参考】丸池公園周辺の土地利用イメージ（集合住宅＋戸建て住宅供給パターン）
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W=6.0m

東雲町（ 双方向通行区間）

W=6.0m

東雲町（ 一方通行区間）

W=3.5m

東雲町（ 狭い生活道路［市道下知104号線］）

この道路は多くの方が利用し、ま
た、お子様の通学路でもあるため、
グリーンベルトも設置された重要
な道路となっております。現在の
道幅は防災上の最低基準を満たし
ておりますが、将来的に拡幅する
には、沿道の皆様のご協力や合意
が不可欠です。いただいたご意見
を元に、引き続き慎重に検討する
必要がありますので、ご意見とし
て承ります。

当該路線の通過交通や安全性に対
して、一方通行化については、近
隣住民への交通転換など影響が大
きく、また、車の速度が上がるこ
とによる、歩行者の危険が増す懸
念や、緊急車両の通過効率の低下
といった課題もあります。
被災後のまちづくり計画にあたっ
ては、データ分析や警察との協議
により地域にとって最適な検討を
行う必要がありますので、ご意見
として承ります。

市道下知104号線を調査した結果、交差点付近に道幅が4mに満たない
狭い箇所があり、幅員不足により日常的な交通に支障が出ている状況
です。災害時の安全な避難や緊急車両の通行路を確保し、何より地域
の皆様が毎日安心して通れるように、道路の拡幅は重要な課題だと認
識しています。今後、関係部署と連携し、実現可能な拡幅の方法につ
いて協議を進めてまいります。

①

① ①

②

③

② ③

200m
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比島町二丁目（ 歩行者用道路区間）

① ② ③

①

②

③

W=3.6 m
W=2.9m W=3.7m

調査した結果、歩行者専用道路は道路幅4.0m未満であり、災害時の安
全な避難や緊急車両の通行路を確保し、何より地域の皆様が毎日安心
して通れるように、道路の拡幅は重要な課題だと認識しています。今
後、関係部署と連携し、実現可能な拡幅の方法について協議を進めて
まいります。

500m
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北本町三丁目

北本町三丁目

当初は津波浸水深が浅く、想定される家屋被害が少ないことから、現地再
建を想定していましたが、現地調査で幅員4m未満の道路や私道が多いとい
う防災上の課題を確認したため、土地区画整理の検討範囲に加えました。
権利関係への影響が大きい事業であるため、想定被害の低さも考慮し、地
域の皆様の意向を確認し進めていく必要があると考えております。

W=1.7m W=1.7m

① ②

①

②

① ②

町名 過去の区画整理 周辺の建物 生活道路 判断

北本町三丁
目 なし 木造住宅多い 狭い 土地区画整理事業範囲追加

あり（1.8ha）

1.8ha

①

②

当該地区の道路は概ね4ｍ以上の幅員が確保されており、また現在の被害想定
も比較的低いことから、現時点においては土地区画整理事業を実施する必要
性は低いと判断いたしました。ただし、地区内の行き止まり道路については、
災害時の避難環境の観点から課題があると認識しておりますので被災状況を
見据えつつ、今後のまちづくりの方向性について、住民の皆様のご意見を伺
いながら進めていく必要があると考えております。
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国管理
・新葛島橋
・木屋橋
・鏡川大橋 など

県管理

・曙大橋
・愛宕大橋
・新青柳橋 など

市管理
・海老ノ丸橋
・薊野大橋
・一文橋 など

橋梁の耐震化について、大規模災害時の避難や物資搬送にお
いて、橋梁の機能維持は極めて重要です。
中央地区の幹線道路（緊急輸送道路等）の橋梁については、
落橋の安全性を確保する「耐震性能3」相当を確保しており、
現在は、緊急輸送道路の橋梁において地震後に速やかな通行
機能の回復を可能とする「耐震性能2」相当を確保するよう順
次進めています。
また、被災後の生活をいち早く取り戻すためには、橋梁のみ
ならず、水道や下水道などのライフラインを含めた早期復旧
が不可欠のため、インフラ全体が粘り強く機能し続けるよう、
計画的かつ継続的に耐震化対策を進めています。

中央地区の橋梁の耐震化を進めて、被災後に通行で
きる機能を確保したい。

橋梁の耐震化状況



内陸移転

土地区画整理事業
道路基盤整備検討（一部範囲追加）

丸池公園周辺用地の有効活用
空き家を活用した差込み移転

移転元

移転先

移転元地の有効活用
工業系移転候補地として活用

にぎわい形成
二線堤を活用した、かわまちづくりの検討

二線堤

道路拡幅整備の検討

にぎわい形成の検討
親水公園と一体的な活用の検討



（B）

土地区画整理事業（嵩上げ）

土地区画整理事業（嵩上げ）

（A）

（C）

（D）

防災拠点（北御座公園：立体都市公園）

防災拠点（南久保公園：立体都市公園）

防災拠点（札場東公園：立体都市公園）

（A）

（D）

（B） （C）

道路基盤整備検討（一部範囲追加）

公営住宅等の整備検討
丸池公園周辺用地の有効活用

防災拠点（弥右衛門公園）

（E） （E） 防災拠点（札場西公園：立体都市公園）

道路拡幅整備の検討

にぎわい形成の検討
親水公園と一体的な活用の検討
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日時：未定
開催場所：未定
実施内容（予定）
・第２回の振り返り
・意見交換 ：最終案（修正復興パターン）について
・ワーク５ ：災害が起きる前からできることについて、

意見を共有しましょう。
・まとめ

第２回ワークショップへのご参加ありがとうございました。
次回もご参加をよろしくお願いいたします。

次回開催のご案内

決定し次第、案内を送付いたします。


